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東大阪市手をつなぐ育成会

（年 3回）

お礼と報告
東大阪市手をつなぐ育成会設立 50 周年記念大会を皆様のご

協力のもと行なうことができましたことに感謝いたします。
大会を開催するにあたり、実行委員会を結成し第 1 回目を 7

月 7 日に開催しました。「本人を中心に」「本人が笑顔で過ごせ
るために」の会の趣旨にそって①機関紙“希い”記念号の発行
と② 50 周年記念式典、祝賀会の開催を決定し準備を進めてき
ました。

機関紙“希い”記念号（第 88 号）は編集委員をはじめ皆さ
んの協力を得て笑顔あふれる写真を多く掲載することができ、
コメントもいただけました。いかがでしたでしょうか？

50 周年記念式典、祝賀会は、2 月 26 日（月）シェラトン都
ホテルで開催しました。第 1 部式典は大和の間で野田義和市長、
西田和彦市議会議長、江浦保社会福祉協議会会長のあたたかい
ご祝辞のあと久保厚子全国手をつなぐ育成会連合会会長の「育
成会の課題とこれから」のテーマでの記念講演で終了しました。

第 2 部祝賀会は浪速の間に移り、竹本青山会理事長の乾杯の
ご発声で、本人、支援員も交えて開かれました。ホテルの方の
ご配慮、支援員の方のご協力もあり、笑顔をいっぱい見ること
ができました。何より紀平眞理司会者の本人に寄り添ったあた
たかいインタビューは、その場をなごませて下さいました。

出席できなかった皆さんは次頁からの写真で雰囲気を感じて
いただけたらと思います。

この 50 周年大会をふりかえり、改めてみんなに支えられて
いることを実感しました。ありがとうございました。

【参加人数】
式典 祝賀会

来 賓 17 人 13人
会
員
本 人 195 人
保護者・家族 86 人 86人
支 援 者 85 人
合 計 103 人 379 人

（題字 吉岡名誉顧問）

「人は一本のわらしべを持って
生まれる。そのわらしべを自分
の力では握れない人がいる」。
司馬遼太郎氏の言葉です。「公」
はその人たちに何ができるの
か。そう考えたことが、私の議
員生活のスタートでした。

野田義和東大阪市長

久保厚子全国手をつなぐ
育成会連合会会長

50 周年記念実行委員会

共生のまちづくりは、一人もも
らすことなく人権が守られてい
こうとする意思共有が大切です。

「ともに生きる」という思想の
基盤を形成していくことこそ
が、今必要とされています。
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このたびは「東大阪市手をつなぐ育成会設立 50 周年」の記念すべき会に
司会と云う大役を務めることが出来ました事を心より感謝申し上げます。

この会でなによりも素晴らしいと思った事は、会員さんにスポットを当て
インタビューに応えて頂く時間を設けて頂いたことです。一般的な懇親会で
よく見かけられるゲストや余興を一切省き、各テーブルの代表会員さんに私
の生活・希いなどお話を伺っていきました。

はじめは恥ずかしさの余り無口になってしまった会員さんもいらっしゃい
ましたが、宴が進むにつれ、あちらのテーブルこちらのテーブルと次々に
手を上げられ、積極的に応えて下さいました。56 テーブルの殆どへインタ
ビューに回らせて頂きました。

特に印象深かったのは「楽しいことは何ですか？」の質問に「パンを食
べること」と答えて下さった A さん。事業所で食パン作りのお仕事をされ
ていて、ご自分の作る食パンがとても美味しく、
そのパンを食べる事が何よりの楽しみであると
お話しして下さいました。A さんに限らず、皆
さんがご自身の仕事に誇りと生きがいを持って
臨まれているお姿を、インタビューに応える時
のキラキラと輝く表情の中から感じることが出
来ました。  紀平 眞理

ご来賓の感想
＊	式典会場から祝賀会会場に行くと、
びっくりするくらいの参加者で素晴
らしかった。よかったですネ。
＊	みなさんの笑顔が素敵でした。

ホテルの方より
＊	温かい雰囲気の、いい会をお手伝い
できて良かったです。またどうぞご
利用ください。

「希い」記念号の感想
＊	本人さんの笑顔の写真が良かったで
す。
＊	「希い」1号からよくありましたね。
ご苦労されたと思います。
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